
　

３
月
議
会
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
会
議
で

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
性
的
少

数
者
を
表
す
言
葉
で
、
同
性
愛
者
、

両
性
愛
者
、
非
性
愛
者
、
無
性
愛
者
、

全
性
愛
者
、
性
同
一
性
障
害
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。
一
般
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

称
さ
れ
、
最
近
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
い

う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
職
場
や
学

校
、
病
院
、
家
庭
等
で
根
深
い
差
別

と
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
、
甚
だ
し
い
人

権
侵
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
国
連
広

報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

 

●  

半
数
か
ら
３
分
の
２
の
間
で
幼
少

期
に
い
じ
め
を
経
験
し
、
３
人
に

１
人
は
登
校
拒
否
あ
る
い
は
退
学

を
し
て
い
る
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2
0
1
6
年
の
５
月
に
公
表
さ
れ
た
、

千
葉
県
の
新
た
な
地
震
被
害
想
定
を
受
け

て
、
船
橋
市
で
は
、
船
橋
市
地
域
防
災
計

画
の
改
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
の
新
た
な
被
害
想
定
に
お
け
る

船
橋
市
の
被
害
は
、

＊
死
者
数
は
千
葉
県
内
で
最
大
2
1
0
0

人
、
う
ち
6
5
0
人
は
船
橋
市

＊
避
難
者
、
２
週
間
目
に
80
万
人
、
う
ち

13
万
5
8
0
0
人
が
船
橋
市
の
避
難
者

＊
建
物
の
全
壊
、
県
内
全
体
で
8
万

1
2
0
0
棟
、
う
ち
船
橋
市
は
2
万
4

７
９
０
棟

と
な
っ
て
お
り
大
変
厳
し
い
数
字
で
す
。

　

特
に
、
火
災
に
よ
る
死
者
数
、
前
回
調

査
で
は
87
名
で
し
た
が
、
今
回
は
4
7
0

名
と
約
５
･
４
倍
の
死
者
が
出
る
と
い
う

想
定
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
船
橋
市
は
29
年
度
と

30
年
度
の
２
か
年
を
か
け
て
防
災
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
を
新
た
に
実
施
し
て
「
地
区

別
防
災
カ
ル
テ
」
を
改
訂
し
ま
す
。

　

こ
の
改
訂
さ
れ
た
「
地
区
別
防
災
カ
ル

テ
」
を
も
と
に
総
合
的
な
「
船
橋
市
地
域

防
災
計
画
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

前
回
の
「
地
域
防
災
計
画
」
で
は
、
災

害
の
減
災
対
策
が
不
足
し
て
い
る
、
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
24
地
区
の
多
く
の
場
所
で
、

道
路
幅
が
狭
く
、
老
朽
化
し
た
木
造
密
集

市
街
地
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
改
善
の
た
め
の
具
体
策
が
不
十
分
で

し
た
。

　

道
路
幅
を
広
く
し
た
り
、
木
造
住
宅
の

密
集
市
街
地
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
予
防

や
減
災
対
策
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
議
会
で
は
、
新
し
く
改
訂
さ
れ
る

「
船
橋
市
地
域
防
災
計
画
」
に
、
地
域
の

環
境
改
善
も
含
め
、
予
防
・
減
災
対
策
が

盛
り
込
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
、
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
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「
船
橋
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
定

　
　
地
区
別
防
災
カ
ル
テ
の
充
実
を

「
船
橋
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
定

　
　
地
区
別
防
災
カ
ル
テ
の
充
実
を

急
が
れ
る
、予
防
・
減
災
対
策

 

●  

多
く
の
当
事
者
の
若
者
は
保
護
者

か
ら
拒
絶
さ
れ
、
家
か
ら
追
い
出

さ
れ
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
て
い
る

 

●  

い
じ
め
、
孤
立
、
排
除
は
深
い
傷

を
残
し
、
自
殺
を
考
え
る
人
は
通

常
の
４
倍
。
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
心
と
体
の
不
一
致
）
の
若

者
は
一
般
の
人
の
10
倍
が
自
殺
を

試
み
る

 

●  

職
場
で
の
差
別
が
蔓
延
し
、
欧
州

で
は
５
人
に
１
人
が
差
別
を
経
験

す

る
。
失

業
、
貧

困
、
食

糧

不

足
、
う
つ
の
割
合
が
高
い
。

と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

電
通
総
研
の
調
査
に
よ
る
と
日
本

人
の
７
・
６
％
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
す
。
13
人
に
１
人
く
ら
い
の
割
合

で
す
が
、
偏
見
を
恐
れ
て
公
表
し
な

い
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内

の
あ
る
当
事
者
は
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

（
公
表
）
後
、
「
仲
の
良
か
っ
た
家
族

に
絶
縁
さ
れ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
24
の
国
が
同
性
婚
を
認

め
、
台
湾
で
も
来
年
５
月
ま
で
に
認

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
国
内
で
も
６

自
治
体
が
「
結
婚
に
相
当
す
る
関
係

だ
と
認
め
る
」
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
宣
言

を
出
す
自
治
体
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
市
長
に
対
し
、
こ
う
し

た
国
内
外
の
急
速
な
変
化
と
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
わ
れ
る
人
の
苦

難
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
導
入
し
た
自
治
体
の
首
長
と
話

し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
事
者
の
苦
し

み
を
色
ん
な
機
会
に
知
る
こ
と
は
多

く
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
こ
れ
ま
で

社
会
が
つ
く
っ
て
き
た
価
値
観
が
、

こ
こ
で
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
思
う
。
行
政
と
し
て
、
そ
う
い
っ

た
方
々
の
要
望
に
は
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
し
、
何
よ
り
も
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
と
り
く
み
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
。
当
事
者
団
体
と
は

機
会
が
あ
れ
ば
直
接
お
話
を
し
た
い
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
会
い
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

船
橋
市
に
も
偏
見
と
差
別
に
苦
し

ん
で
い
る
当
事
者
が
住
ん
で
い
ま
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
の
人

権
と
生
活
向
上
に
向
け
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
と
生
活
向
上
を

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
と
生
活
向
上
を

市
長
「
当
事
者
団
体
と
機
会
あ
れ
ば
話
し
た
い
」

　

市
は
、
「
カ
ル
テ
の
策
定
の
際
に
、
地

区
の
状
況
を
解
析
し
、
予
防
・
減
災
に
つ

い
て
も
入
れ
て
い
く
」
「
具
体
策
に
つ
い

て
は
関
係
課
で
協
議
す
る
」
と
答
弁
。
カ

ル
テ
は
、
「
2
0
1
8
年
の
12
月
ご
ろ
」

に
公
表
す
る
と
し
て
い
ま
す
。　

　

計
画
を
策
定
し
た
危
機
管
理
課
と
道
路

や
住
宅
を
担
当
す
る
各
課
と
の
協
議
を
急

ぎ
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
必
要
な
計
画
の
早
期
策
定

と
具
体
策
の
早
期
実
施
が
重
要
な
課
題
で

す
。
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